
議題２
平成30年度事業実施計画（案）について
１　誘客宣伝事業
　　・特別展示や新しい展示、催し等の都度、マスメディアへ向けた情報発信、情報提供を積極的に行い、話題あふれる活動、事業を展開します。
　　・リピーター増加のための新しい対策として、平成30年4月1日から平成31年3月31日までの1年間、チケット売り場にて観覧券と併せて発行する入館料レシートに次回使える割引券を印字し、翌日以降にそのレシートを持参した入館者の割引を実施する実験を行います。割引後の入館料は券売事務の煩雑化を防ぐため、入館者にもわかりやすい団体割引の料金と同額にします。
２　活動事業

（1） 熱中！感動！夢づくり教育推進事業
1 「親子わくわく魚ランド」の実施

水族博物館の舞台裏の見学やミズダコやピラニアなどの飼育生物の餌作り、餌やり体験を通して、水族館の仕組みや水中生物の行動などを観察します。
・夏　期：平成30年7月24日～8月21日までの毎週火曜日　（5回）

・秋　期：平成30年9月 2日～11月25日までの毎週日曜日　（13回）

当日入館された親子を対象に、１回あたり5組10名程度として実施します。
2 「移動水族博物館」の実施
　　　　水生生物の飼育体験を通し、生物の生態等を観察することで、生物に対する興味や接し方、観察力の育成を図ることを目的に実施します。
　　　年間2校の市内小学校で実施予定
3 「バスで水族館ドキドキ体験」の実施
　　　　児童に水族博物館の見学や体験を通して、自然、水生生物への興味や理解を深め、育む機会を増やしてもらうため、市所有のマイクロバスで小学校から水族博物館の間を送迎します。小学校の希望を取り入れながら、体験、質問会等のプログラムを用意します。
（2） 体験展示・企画展の開催
1 体験展示

タイトル：魚のお医者さん・ガラルファ(ドクターフィッシュ）で足湯体験
　期　　間：平成30年7月7日(土)～9月24日(日)

内　　容：多くの方に話題を提供し、水生生物に対する興味や関心を深め、水生生物との触れあいを目的に、水槽に手を入れると皮ふの角質を食べてくれる魚・ガラルファにスポットを当て、水深の浅い大型水槽で足湯をするとガラルファが吸い付いて、肌をきれいにしてくれる体験型の特別展示を実施します。体験や専門員による生体の解説を通してガラルファの生態の不思議さに関心を深めてもらいます。昨年度も大変人気があり、好評だったことから本年度も実施します。
体験水槽：２階タッチプール　展示魚類：ガラルファ800尾
2 企画展
・タイトル：海の不思議な生物・無脊椎動物の世界（仮称）
期　　間：平成30年4月中旬から
目　　的：魚類、鳥類、哺乳類などは体を支える骨格に背骨を持っていますが、水中に棲む生物の中で、エビ、カニ、ヒトデ、イソギンチャクなどには背骨がなく、これらの生物を総称して水生無脊椎動物と呼んでいます。
　　　　　　これらの生物の中で、普段あまり目にすることのない不思議な生態や姿、形をした水生無脊椎動物を知る機会を提供します。
内　　容：新設した4本の水槽に普段あまり目にすることのないエビ、イソギンチャク、ヒトデ、イカなど季節に応じて展示、解説をします。
場　　所：２階置水槽
・クリスマス、正月などの季節・行事にあった企画展示を行い、情報発信に努めます。　
（3） 普及活動・催しの実施
1  水生生物探索会
　　　　　　　　　　  長岡市の自然環境の中で生息している水生生物の探索体験や水辺の環境観察などを通して、親子が水生生物、自然環境への関心、理解を深めてもらう。
　　　　　　　　　 ・タツノオトシゴを探そう！日本海体験

平成30年7月22日(日)、8月5・19日(日)
　　　　　　　　　 ・ビーチコーミング・日本海体験

平成30年10月28日(日)、11月11日(日)・23日(金・勤労感謝の日)
計６回実施予定

2 動物ふれあい教室
・サメにどきどきタッチ(ガイドツアー)

　　   水族博物館で飼育している小型のサメに触れてもらい、サメ肌の体験などを通してサメの繁殖、生態についてわかりやすく解説します。

　　 　平成30年4月21日（土）～6月24日（日）までの毎週土・日・祝日（23回実施予定）
　　 ・ケヅメリクガメと遊ぼう
水族博物館の屋外で体重20kg、甲長60cmのケヅメリクガメにクローバーなどの給餌体験やカメについてのクイズに挑戦してもらい、ウミガメ、リクガメ、淡水性のカメについてわかりやすく解説します。
　　 　平成30年6月30日（土）～9月30日（日）までの毎週土・日・祝日（31回実施予定）
3 ダイバーによる餌付けショー

　   観覧者にさらに喜んでもらえるように毎日4回実施している餌付けショ－の内容を充実させるため、餌のやり方、ダイバーよる生体の解説、クイズなどを実施しながら観覧者の反応をもとに工夫を重ね、ショーの内容を魅力的なものにします。また、クリスマスシーズンには恒例のサンタダイバーも実施します。

4 スポット解説

　　　 積極的に係員が来館者に声かけを行い、希望者に飼育生物の解説を10分程度行います。
5 出張展示・講話の協力

　　 　各支所の産業祭り等や保育園、小学校の依頼により、タッチプール、リクガメ等の出張展示や水生生物の講話に協力します。
6 大人限定水族博物館バックヤードツアー（新規）
　　　大人を対象にした水族博物館バックヤードツアーで、水族館の仕組みや活動を紹介したり、水生生物の生態、日本海の生物、環境問題等を解説と体験を通して、長岡の自然や生物についての理解や興味を深めてもらうことを目的として実施します。

　　　平成30年6月から毎月第3日曜日（10回実施予定）

（４）調査研究活動

　　・ホトケドジョウ棲息調査（長岡市内　６月）
・漂着生物調査（寺泊の各海岸　周年）

（５）職場体験・総合学習等の受入れ

　　　申し出により、逐次対応します。
（６）博物館実習生・学外実習生の受入れ
　　　申し出により、逐次対応します。
（７）裏方探検及び魚に関する相談

　　　申し出により、逐次対応します。
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